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安
代
中
学
校
の
除
雪
活
動
に

小
さ
な
親
切
実
行
章
を
贈
呈

冬
の
岩
手
山
中
で
捜
索
・
救
助
活
動

岩
手
署
が
八
遭
隊
に
感
謝
状
を
贈
る

表
彰

週
日
曜
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
除
雪
活
動
と
高
齢
者
世
帯

な
ど
へ
の
訪
問
活
動
に
励
ん

で
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

伝
達
式
は
３
月
11
日
、
同

校
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
実
行
章
を
受
け
取
っ
た

生
徒
会
長
の
荒
川
泰た

い
し
ん臣

君

︵
２
年
︶は「
こ
れ
か
ら
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
励
み
、

地
域
に
貢
献
し
た
い
」と
、決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

次
期
産
業
廃
棄
物
最
終
処
理
場

県
と
確
認
書
を
締
結

全校生徒を代表し、実行章を
受け取る荒川泰臣生徒会長

２
月
下
旬
に
岩
手
山
で
滑
落
し
負
傷
し
た
男
性
ら
の
救
助
活

動
に
出
動
し
た「
八
幡
平
遭
難
対
策
委
員
会
捜
索
救
助
隊︵
八
遭

隊
︶」に
、３
月
10
日
、岩
手
署
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
は
同
署
で
行
わ
れ
、
戸
草
内
敏
署
長
か
ら
同
隊
の
髙

橋
時
夫
隊
長
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。髙
橋
隊
長
は「
岩

手
署
の
的
確
な
情
報
提
供
の
お
陰
で
救
助
で
き
た
。
今
後
も
、

協
力
関
係
を
深
め
た
い
」と
、
連
携
強
化
を
誓
い
ま
し
た
。

遭
難
事
故
は
２
月
25
日
発
生
。
八
遭
隊
の
髙
橋
時
夫
隊
長
、

田
中
耕
一
副
隊
長
、
髙
橋
伸
也
副
隊
長
、
髙
橋
亮
隊
員
、
伊
藤

聖
徳
隊
員
、
渡
辺
良
平
隊
員
の
６
人
が
捜
索
に
出
動
し
、
岩
手

山
８
合
目
付
近
で
男
性
２
人
を
救
助
し
ま
し
た
。

「
小
さ
な
親
切
」運
動
県
本

部︵
代
表
・
高
橋
真
裕
岩
手

銀
行
会
長
︶か
ら
、安
代
中
学

校︵
小
野
永
喜
校
長
、生
徒
89

人
︶に
同
実
行
章
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
実
行
章
は
、
同
校
生

徒
が
安
代
地
区
ス
ノ
ー
バ
ス

タ
ー
ズ
の
隊
員
と
し
て
、
毎

戸草内敏岩手署長（手前）から髙橋時夫
八遭隊長に感謝状が贈られました

 国体成功に向け活用を
市内団体・企業から多くの支援

市
内
団
体
・
企
業
か
ら
市
へ
、

国
体
運
営
に
活
用
す
る
た
め
の
寄

付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
月
12
日
は
、
市
建
設
協
同
組

合
の
遠
藤
忠
志
理
事
長
ら
５
人
が

市
役
所
を
訪
問
。「
国
体
の
競
技
運

営
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
、２
０

０
万
円
の
目
録
を
田
村
正
彦
市
長

に
贈
呈
し
ま
し
た
。

３
月
19
日
に
は
、
㈲
コ
マ
ク
サ

フ
ァ
ー
ム
の
遠
藤
勝
哉
代
表
取
締

役
社
長
が
市
役
所
に
来
庁
。「
国
体

冬
季
大
会
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」

と
、
１
０
０
万
円
の
目
録
を
田
村

市
長
へ
贈
り
ま
し
た
。

寄
付
金
は
、28
年
開
催
の「
希
望

郷
い
わ
て
国
体
」の
運
営
に
生
か

さ
れ
ま
す
。

田村正彦市長（前列左）に目録を贈る市建
設協同組合の遠藤忠志理事長、（後列左
から）山本昭人副理事長、藤根俊一副理
事長、吉田進副理事長、藤森恵事務局長

㈲コマクサファームの遠藤
勝哉社長（左）から田村市長
に目録が手渡されました

義援金 ありがとうございます
（３月30日までの受け付け分）

◆銀行振り込み（表記は通帳記帳のとおり）

▷2,000円 ゴトウカズヤ
▷9,154円 ターナヴエンテイセイ
◆市役所窓口扱い（敬称略）

▷３万2,600円 八幡平クラシック
カー同好会（代表 北田静雄）

香
典
返
し

３
月
２
日
、
旧
西
根
町
や
市
職
員
と
し

て
長
年
行
政
に
携
わ
っ
た
故
松
浦
重
夫
さ

ん︵
享
年
65
︶の
妻・操
さ
ん︵
山
崎
︶か
ら
、

「
香
典
返
し
に
代
え
て
、市
の
発
展
の
た
め

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
」と
、50
万
円
の
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
厚
志
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
故
松

浦
重
夫
さ
ん
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

県
の
次
期
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に

つ
い
て
、
県
と
市
は
、
３
月
24
日
に
施
設

の
建
設
予
定
地
を
平
舘
椛か
ば
ざ
わ沢
地
区
と
す
る

確
認
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

締
結
式
は
、
市
役
所
３
階
大
会
議
室
で

行
わ
れ
、
田
村
正
彦
市
長
と
県
環
境
生
活

部
の
風
早
正
毅
部
長︵
県
知
事
代
理
︶が
確

認
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

確
認
書
の
締
結
に
つ
い
て
、
風
早
部
長

は「
大
局
的
な
見
地
か
ら
施
設
整
備
の
必

要
性
を
理
解
し
、
受
け
入
れ
の
英
断
を
し

て
い
た
だ
い
た
市
と
市
民
の
皆
さ
ま
に
対

し
て
深
く
感
謝
す
る
」と
、達
増
知
事
の
コ

ＪＲ花輪線北森駅自由通路落成式が３月14日、
市役所「結のひろば」で行われました。同日、市役
所隣に移設された北森駅の使用も開始されました。

式には、関係者や市民ら約70人が出席。田村市
長が「自由通路は庁舎と駅だけではなく、人々も結
びつける存在になる」と、あいさつ。出席者は、自
由通路と駅を見学した後、プラットホームで午前
８時48分着の上り列車を出迎えました。

また、式では、自由通路の愛称「結ロード」の発
表も行われ、命名者の高橋良二さん＝柏台＝へ記
念品が贈呈されました。

自由通路は、国道282号側の交通広場と市役所庁
舎を線路をまたいでつなぐ鉄骨2階建てで、両側
に階段とエレベーターを設置しています。「結のひ
ろば」は駅待合室として利用してください。

なお、ロータリーや駐車場を備えた交通広場が
完成するまで（5月中に完成予定）は、自動車の駐
車は、市役所駐車場をご活用願います。

メ
ン
ト
を
代
読
。田
村
市
長
は「
最
終
処
分

場
は
、
県
の
経
済
活
動
や
産
業
振
興
に
不

可
欠
な
施
設
。
市
の
役
割
と
し
て
、
建
設

に
当
た
っ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
・

要
望
を
県
に
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
き
た

い
」と
、
述
べ
ま
し
た
。

確
認
書
に
は
、
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

❶
予
定
地
を
平
舘
椛
沢
地
区
と
す
る
❷
県

は
、施
設
の
整
備
お
よ
び
運
営
に
当
た
り
、

交
通
安
全
対
策
や
環
境
保
全
対
策
が
適
切

に
な
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
❸
県
は
、
施

設
の
整
備
お
よ
び
運
営
に
当
た
り
、
地
元

雇
用
、
地
元
発
注
お
よ
び
地
元
調
達
が
十

分
に
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
❹
市

は
、
施
設
の
整
備
を
円
滑
に
推
進
す

る
た
め
、
地
元
調
整
そ
の
他
の
必
要

な
協
力
を
行
う
❺
県
と
市
は
、
施
設

の
整
備
お
よ
び
運
営
に
当
た
り
、
必

要
に
応
じ
十
分
な
協
議
を
行
い
、
誠

意
を
も
っ
て
対
応
す
る
︱
こ
と
を
記

載
。
施
設
は
、
平
成
33
年
度
か
ら
の

使
用
開
始
を
目
指
し
、
今
後
、
測
量

や
地
質
調
査
な
ど
を
実
施
し
た
上

で
、
32
年
度
ま
で
に
建
設
を
終
え
る

予
定
で
す
。

確認書を締結し、握手を交わす田村正彦
市長（左）と風早正毅県環境生活部長

出
席
者
が
上
り
列
車
を

出
迎
え
ま
し
た

交通広場と市役所
庁舎をつなぐ自由
通路の愛称は「結
ロード」
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